
　

　

　

　

　

　

平
成
25
年
４
月
、
堀
江
港
に「
ま

つ
や
ま
・
ほ
り
え
海
の
駅『
う
み
て

ら
す
』」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
こ
れ

は
堀
江
地
区
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
の
要
望
な
ど
に
よ
り
、
地
区
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
６
隻
程
度
の
プ

レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
が
係
留
で
き
る
浮

桟
橋
や
、
誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
り

憩
え
る
休
憩
所
を
整
備
し
た
も
の
で

す
。「
海
の
駅
」係
留
施
設
利
用
の
詳

細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
３
月
21

日
掲
載
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
日
時
・
内
容
】３
月
20
日（
水
・
祝
）

10
時
～
落
成
式
、
10
時
30
分
～
餅
ま

き
、
青
空
市
、
写
真
展
な
ど

【
場
所
】堀
江
港（
堀
江
町
）

※
会
場
へ
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

　

最
新
の
調
査
結
果
を
基
に
、
市

内
で
絶
滅
の
恐
れ
の
あ
る
７
３
２

種
の
野
生
生
物
を
一
冊
に
ま
と

め
た「
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
ま

つ
や
ま
２
０
１
２
」と
、
そ
の
概

要
版
と
な
る「
市
民
の
み
な
さ
ん

に
知
っ
て
ほ
し
い 

松
山
市
で
絶

滅
に
近
づ
い
て
い
る
生
き
も
の
た

ち
」を
刊
行
し
ま
し
た
。

　

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
は
中
央
・

三
津
浜
・
北
条
・
中
島
図
書
館
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま

す
の
で
、
環
境
学
習
な
ど
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
。
希
望
者
に
は
本
編

２
０
０
０
円
・
概
要
版
２
０
０
円

で
販
売
し
ま
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
の
刊
行

に
合
わ
せ
、
垣
生
・
五
明
・
和
気
・

浮
穴
の
各
地
区
で
、
地
域
住
民
ら

を
対
象
に
希
少
動
植
物
保
護
の
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
身
近
に
す
ん
で
い
る
希
少
な

生
き
も
の
や
そ
れ
ら
を
守
っ
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

※
全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行

者
協
議
会
か
ら
の
拠
出
金
で
実
施

【
放
送
日
時
】３
月
10
日
㈰
12
時
50
分
～
13
時
20
分

【
タ
イ
ト
ル
】お
城
マ
ニ
ア
・
春
風
亭
昇
太
＆
歴

ド
ル
・
美み

甘か

子こ

「
松
山
城“
た
か
ら
”発
見
物
語
！
」

【
内
容
】春
風
亭
昇
太
さ
ん
と
美
甘
子
さ
ん
が
松

山
城
を
巡
り
、「
城
下
町
ま
つ
や
ま
」の
魅
力
を
紹

介
し
ま
す
。

地
区
の
方
の
声

◦
各
種
団
体
の
連
携
が
よ
く
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
積
極
的
で
す

◦
市
街
地
に
も
近
接
し
、
自
然
豊

か
で
住
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す

◦
宅た

く

並な
み

山さ
ん

で
の
清
掃
を
、
登
山
者

に
歩
き
な
が
ら
で
き
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
お
勧
め
し
た
い

◦
地
域
交
流
や
災
害
時
の
拠
点
と

な
る
集
会
所
の
修
繕
を
支
援
し
て

ほ
し
い

◦
災
害
時
に
避
難
情
報
を
伝
達
す

る
シ
ス
テ
ム
の
整
備
状
況
を
教
え

て
ほ
し
い

※
抜
粋
、
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す

地区の課題を話す参加者

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
指

導
課
☎
948
６
４
３
９
・
�
934
１

８
１
２
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、広
報
課
☎
948
６
８
７
７
・

�
934
２
５
７
８
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
参

画
ま
ち
づ
く
り
課
�
948
６
３
８

３
・
�
934
３
１
５
７
へ 37

粟井
地区

あわ　 い ２
月
１
日
開
催
・
粟
井
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
・
参
加
者
56
人

　

粟
井
地
区
は
北
条
地
域
の

南
に
位
置
す
る
人
口
７
０
７ 

０
人
、
２
６
６
６
世
帯（
２

月
１
日
現
在
）の
地
区
で
す
。

か
つ
て
松
山
市
と
の
境
は
粟

井
坂
と
呼
ば
れ
、
現
在
の
よ

う
な
海
沿
い
の
道
路
は
な

く
、
峠
を
越
え
る
山
道
で

今
治
街
道
一
番
の
難
所
で

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
明
治

13
年
に
海
岸
線
の
道
が
通

じ
、
人
々
の
往
来
は
容
易
に

な
り
、
や
が
て
国
道
１
９
６

号
線
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
２
年
に
は
鉄
道
が

開
通
し
、
今
で
は
山
側
に
４

車
線
の
バ
イ
パ
ス
が
整
備
さ

れ
、
多
く
の
車
が
行
き
交
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
バ
イ
パ
ス

の
ト
ン
ネ
ル
の
上
に
は
、
関

所
跡
が
残
さ
れ
て
お
り
、
風

早
郡
と
和
気
郡
の
郡
境
の
碑

も
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

粟
井
坂
の
県
道
平
田
北
条

線（
旧
国
道
１
９
６
号
線
）西

側
に
は
粟
の
井
と
呼
ば
れ
る

井
戸
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
井

戸
に
は
昔
、
水
不
足
で
困
っ

て
い
る
村
人
の
姿
を
見
た
弘

法
大
師
が
つ
え
を
突
く
と
水

が
湧
き
だ
し
た
と
い
う
伝
説

が
残
り
、
水
が
こ
ん
こ
ん
と

粟あ
わ

粒
の
よ
う
に
湧
き
出
る
こ

と
か
ら「
粟
井
」と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
、

地
名
の
由
来
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

地
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ

る
宅
並
山
は
、
標
高
２
０
０

㍍
の
山
で
地
域
の
人
た
ち
の

手
に
よ
り
登
山
道
や
山
頂
ベ

ン
チ
の
整
備
、
頂
上
付
近
の

植
樹
な
ど
が
行
わ
れ
、
登
山

道
に
は
つ
え
も
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。
頂
上
か
ら
は
堀
江

地
区
か
ら
北
条
地
域
に
至
る

景
色
が
見
渡
せ
ま
す
。

～まちのいいとこ～
「誇れる」地域の宝 粟 井 編

　久枝小学校の６年生119
人が参加し、松山子ども市
議会が２月８日に市議会本
会議場で開催されました。
児童は、いじめ対策や校舎
のエアコン設置などをテー
マに模擬市議会を体験した
ほか、議会施設の見学や議
員との意見交換を通じて、
市議会への理解を深めまし
た。

　道後温泉活性化審議会・
柏谷増男会長（写真左）らが
１月30日に市役所を訪れ、
道後温泉本館改修時におけ
る代替施設に「椿の湯」の改
築を最良とする第一次答申
を行いました。柏谷会長は

「道後温泉を観光資源とし
てだけでなく、伝統文化と
しても重要視してほしい」
と話しました。

松山子ども市議会 市道後温泉活性化計画審議会の一次答申

粟の井

宅並山

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
２
０
１
２
刊行

レッドデータブックまつやま2012概要版

希少な生きものを守る児童

準絶滅危惧のハクセンシ
オマネキ（上）とハマサジ

希
少
動
植
物
保
護
事
業

市政広報
特別番組

３
月
10
日
㊐
・
南
海
放
送

春
風
亭
昇
太
さ
ん
が

松
山
城
を
攻
め
る
！？

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
落
成
式
・

係
留
施
設
に
関
す
る
こ
と
＝
空
港

港
湾
課
☎
948
６
４
９
１
・
�
934
１

８
０
５
▼
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
こ

と
＝
堀
江
公
民
館
☎
・
�
979
３
５

９
６
へ

※愛称「うみてらす」は堀江地区と協議
の上、決定しました

堀江郵便局
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196

204

完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト

堀江港 海の駅「うみてらす」
オープン
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